
2-1 雨水流出抑制施設の規模の算定 

 
 
 
   湛水想定区域とは、埼玉県で過去に甚大な被害をもたらした洪水の浸水実績をもとに、県内の治水施設

の整備状況等を加えシミュレーションを行い、湛水することが想定される区域として知事が指定した区域

をいいます。 

湛水想定区域と湛水した場合に想定される水深（湛水深）は「湛水想定図」によって確認できます。湛

水想定図は埼玉県河川砂防課、県土整備事務所、総合治水事務所及び河川砂防課ホームページで閲覧する

ことができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

雨水流出抑制施設の必要対策量は 

（雨水流出増加行為に対する必要対策量）＋（湛水想定区域での盛土行為に対する必要対策量） 

  となります。 

 

 
 

 
 
雨水流出増加行為に対する必要対策量（雨水流出抑制施設の容量）は、地域別調整容量をもとに、   

次の式より算定します。 
 

雨水流出抑制施設の容量（V ）（単位：m3）  
Ｖ≧Ａ×Ｖａ－（Ｑ÷Ｖｂ）×Ｖａ 

      この式において、Ａ、Ｑ、Ｖａ、Ｖｂは、それぞれ次の数値を表します。 
      Ａ 宅地等以外の土地で行う雨水流出増加行為をする土地の面積（単位：ha） （→P. 4） 
      Ｑ 雨水流出抑制施設の浸透効果量（単位：m3/s）  （→P. 5） 
       （＊湛水想定区域での浸透効果量は、０m3/sとします。）   
      Ｖａ 図-2-1の地域別調整容量Ｖａ（単位：m3/ ha）    （→P. 4）                     
      Ｖｂ 図-2-1の地域別調整容量Ｖｂ（単位：m3/ s / ha） （→P. 4） 
 

 

 

 

 

降雨 

図-1-3 盛土による浸水被害の拡大 

降雨 

確 認 （つづき） 

計 画 

② 湛水想定区域

① 雨水流出増加行為に対する必要対策量の算定
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盛 土  

盛土行為 

盛土により 
湛水位が上昇 



2-4 雨水流出抑制施設の必要対策量の計算例 

 

 

 

放流施設の構造は、許容放流量を安全に放流できる断面を持ち、土砂、塵芥等が流出せず、放流管が

閉塞しないものとします。そのため､放流施設には土砂だめ、塵除けスクリーン等を設置し、オリフィス

径は5cm以上とします。また、出水時に操作を必要とするゲート、バルブ等の装置は、原則設けないこ

ととします。 

 

 

 

  

 
 
 

 
 

 

 （1）必要対策量の算定 

雨水流出抑制施設の必要対策量は次の式より算定します。 

雨水流出抑制施設の容量（Ｖ）（単位：m3）  

Ｖ≧Ａ×Ｖａ－（Ｑ÷Ｖｂ）×Ｖａ 

     この式において、Ａ、Ｑ、Ｖａ、Ｖｂは、それぞれ次の数値を表します。 

      Ａ 宅地等以外の土地で行う雨水流出増加行為をする土地の面積（単位：ha） 

      Ｑ 雨水浸透施設等の浸透効果量（単位：m3/s） 

       （＊湛水想定区域での浸透効果量については、0m3/sとします。） 

      Ｖａ 貯留施設の地域別調整容量Ｖａ（単位：m3/ha） 

      Ｖｂ 浸透施設の地域別調整容量Ｖｂ（単位：m3/s/ha） 

    Ａを算定します。（表-2-1参照） 

     Ａ＝（計画区域面積）－（従前宅地等面積）＝2.0 － 0.9 ＝1.1 ha 

       ∴Ｖ ≧Ａ×Ｖａ－（Ｑ÷Ｖｂ）×Ｖａ 

＝ 1.1 × 950 － 0       ＝ 1,045 m３ 

       よって、1,045 m3以上の容量の貯留施設による対策工事を計画します。 

 

（2）貯留施設の容量の算定 

貯留施設面積Ａ’＝400 m2、水深H=2.5ｍと計画してみます。 

     Ｖ’＝Ａ’×Ｈ＝400×2.5＝1,000 m3 （< 1,045 m3：NG） 

この対策工事の計画では必要対策量を満足しないため、施設規模を再検討します。 

 

次に、貯留施設面積Ａ’＝420 m2、水深H=2.5ｍと計画した場合 

     Ｖ’＝Ａ’×Ｈ＝420×2.5＝1,050 m3 （≧1,045 m3：OK） 

 

よって、貯留施設面積Ａ’＝420 m2、水深H=2.5ｍの貯留施設による対策工事を計画します。 

 

 

 

 

【 例１ 】以下の計画で、雨水流出抑制施設の容量等を計算します。 

計画概要 地域：県南ブロック、計画内容：○○団地造成工事、 

計画区域面積：2.0 ha、従前宅地等面積：0.9 ha 
地域別調整容量：貯留：Va=950 m3/ ha 浸透：Vb=0.4309 m3/s/ ha、 
湛水想定区域：なし、許容比流量：Vc=0.04 m3/s/ha 

貯留施設による対策の場合 

計 画 （つづき） 
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② 放流施設の構造 
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